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九
月
一
白
は
防
災
の
白
で
す
。
市
で
は
八
月
二
十
七
日
に
大
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
総
合

防
災
馴
練
を
、
ぎ
た
九
月
一
自
に
は
予
知
対
応
型
な
ど
四
種
類
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

大
地
震
ガ
発
生
し
芝
と
き
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
広
め
る
だ
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静
な
行
動
ガ
欠
か
ぜ
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
日
ご
ろ
の
備
え
や
訓
鞭
ガ

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
避
難
方
法
や
安
否

の
連
絡
方
法
な
ど
を
ご
家
庭
で
話
し
合
い
、
防
災
対
策
を
も
う
一
度
見
直
し
て
く
定
さ
い
。

8
月
幻
自
に
総
合
防
災
訓
練

八
月
二
十
七
日
(
臼
)
の
午

前
十
時
か
ら
午
前
十
一
時
四
十

五
分
ま
で
、
総
合
公
園
多
目
的

広
場
を
メ
l
ン
会
場
に
し
て
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
昨
年
ま
で
の
訓
練
に

加
え
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
災
害
状
況
の
収
集
や
炊

飯
寧
に
よ
る
炊
き
出
し
と
、
自

主
防
災
会
の
協
力
に
よ
る
お
む

す
び
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
平
塚
食
生
活
改
善

推
進
団
体
(
マ
マ
の
会
)
に
よ

り
、
長
期
保
存
食
と
し
て
備
帯

し
て
い
る
シ
チ
ュ
ー
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
災
害
の
発
生
の

際
に
災
害
弱
者
に
な
り
か
ね
な

い
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
避
難

訓
練
を
、
障
害
者
団
体
連
合
会

に
よ
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

す。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行

マ
訓
練
想
定

午
前
9
時
叩
分

駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
東
海

地
震
が
発
生
し
、
市
内
で
も
大

き
な
被
害
が
出
た
。
地
震
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
、
平

塚
市
の
震
度
は
6
の
烈
震

マ
訓
練
参
加
機
関

平
塚
市
自

治
会
連
絡
協
議
会
第
1
ブ
ロ
ッ

ク
(
な
で
し
こ
・
花
水

・
港
・

富
士
見
・
松
原
・
崇
普
地
区
)

な
ど
初
機
関

マ
主
な
内
容

・
崩
壊
建
築
物
か
ら
の
救
出
、

救
助
訓
練

・
水
道
、
通
信
、
ガ
ス
、
電
気

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

・
医
療
救
護
、
応
急
手
当
て
の

訓
練

・
そ
の
他
、
応
急
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
、
物
資
の
輸
送
、
延
焼

臨
止
訓
練
、
防
災
相
談
、
防
災

用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

9
月
4
1
日
は
3
つ
の
訓
練

予
知
対
応
型
訓
練

九
月

一
日
(
金
)
午
前
七
時

か
ら
、
市
役
所
と
市
内
二
十
五

か
所
の
地
域
拠
点
基
地
を
会
場

に
し
て
、
情
報
伝
達
や
非
常
配

備
、
笹
戒
立
雷
発
令
広
報
な
ど

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
の
想
定
は
「
午
前
七
時
、

県
か
ら
東
海
地
震
に
係
わ
る
判

定
会
が
招
集
さ
れ
た
旨
の
報
告

を
受
甘
る
。
九
時
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
瞥
戒
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
」
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

市
長
を
始
め
と
す
る
平
塚
市
地

震
災
害
瞥
戒
本
部
品
二
十
六
人

が
消
防
庁
舎
に
集
合
し
、
警
戒

本
部
を
設
置
し
ま
す
。

-9時
5
分
に
サ
イ
レ
ン
を

午
前
九
時
、
幹
戒
本
部
は
響

戒
立
宮

(
訓
練
)
を
発
令
し
、

午
前
九
時
五
分
ご
ろ
、
防
災
無

線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。
火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
対
策
訓
練
は

九
月
一
[
皐
前
十
時
か
ら
、

な
で
し
こ
地
区
を
対
象
に
津
波

対
策
訓
練
を
行
い
ま
す
。

「午
前
十
時
、
駿
河
湾
を
震

源
域
と
す
る
東
海
地
震
が
発
生
、

十
時
五
分
に
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
」
を
想
定
し
て
訓
練
を

行
い
ま
す
。
な
で
し
こ
地
区
の

み
な
さ
ん
は
、
な
で
し
こ
小
学

校
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

日

分

に

ニ
訓
練
を

‘句、九
月

一
日
午
前
十
一
時
五
十

八
分
か
ら
一
分
間
、
市
内
全
域

に
防
災
無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
関
東
大
鹿
災
の
発

生
と
同
じ
時
間
に
、
ご
家
庭
や

学
校
、
職
場
な
ど
で

「身
の
安

全
と
火
の
始
末
」
を
は
か
る
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
こ
う
と

行
う
も
の
で
す
。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
使
用

中
の
火
の
始
末
を
し
、
落
下
物

か
ら
身
を
守
る
た
め
机
の
下
に

体
を
隠
す
な
ど
の
訓
練
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

防
災
保
(
内
線
3
5
7
)
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返
す
事
の
無
い
よ
う
、
ま

」司

ず
は
平
塚
か
ら
平
和
を
」

一
と
尽
力
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

一
ン
テ
ィ
ア
団
体

「平
塚
の

一
空
襲
と
戦
災
を
記
録
す
る

一
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

一
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一

平
成
元
年
の
発
足
当
初

一
は
、

各
自
が
体
験
談
な
ど

一
を
持
ち
寄
り
、
悲
惨
な
事

一
実
に
胸
を
痛
め
て
い
た
そ

一
う
で
す
。
多
く
の
人
命
、

一
家
屋
を
失
い
、
焼
け
た
だ

一
れ
た
ふ
る
里

「平
塚
:
・
」。

一

そ
の
痛
み
を
乗
り
越
え

一
後
世
の
人
た
ち
に
戦
争
の

一
傷
跡
を
伝
え
る
べ
く
、
正

一

確
な
記
録
作
り
へ
と
活
動

一
し
て
い
る
今
日
。
時
の
流

一
れ
が
人
々
の
心
と
記
憶
を

一

風
化
さ
せ
て
し
ま
う
前
に

再

調
査
を
と
苦
労
さ
れ

• • 一)
.

一
右

・

一
氏
一

一
崎

一

一
木

一

i
の

一

;
員
一

ブ

会

一

・と
一

圃
左

一

a氏
一

グ
白

寧
一

、‘
.6一

切

Y
A
一

心透

傾一

て
い
る
よ
う
で
す
。

一

貴
盤
な
体
験
談
、
品
物
、

一

写
真
な
ど
数
多
く
の
資
料

一

も
既
に
集
ま
っ
て
き
た
そ

一

う
で
、

一
部
は
博
物
館
に

一

八
月
三
十
日
ま
で
展
示
さ

一

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度

一

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

一

今
後
の
活
動
方
針
は
、
一

次
の
三
点
だ
そ
う
で
す
。

一

①
資
料
、
証
曾
の
収
集
。

一

②
人
の
心
に
通
う
、
生

一

き
た
記
録
に
ま
と
め
、
仕

一

上

げ

る

こ

と

。

一

③
こ
の
会
が
次
世
代
の

一

人
々
に
何
を
語
り
、
ど
う

一

理
解
さ
れ
受
げ
と
ら
れ
る

一

の
か
を
見
い
出
す
こ
と
。

一

決
し
て
押
し
付
貯
で
は

一

な
く
、
各
自
が
受
け
取
り
一

側
の
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
て

一

理
解
さ
れ
る
よ
う
、
あ
く

一

ま
で
も
事
実
だ
廿
に
こ
だ
一

わ
っ
て
記
録
を
ま
と
め
て
一

行
き
た
い
そ
う
で
す
。

一

現
在
メ
ン
バ
ー
は
、
高

一

校
生
か
ら
中
高
年
層
ま
で

一

二
十
数
名
で
す
が
、
多
く
一

の
方
の
参
加
と
協
力
を
待

一

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一

と
か
く
、
七
月
、
八
月

一

だ
け
戦
災
の
事
が
話
題
に

一

な
り
ま
す
が
、

一
年
中
を
一

通
し
て
各
種
団
体
な
ど
へ

一

の
講
演
も
考
え
て
い
ら
れ
一

る
よ
う
で
す
。
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市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

六
月
、
九
月
、
十
二
月
の
三
回

募
集
し
て
い
ま
す
。

九
月
分
の
申
し
込
み
は
、
九

月
七
日
(
木
)
、
八
日
(
金
)
、

十
一
日
(
月
)
の
三
日
間
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
市

役
所
B
会
議
室
で
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
申
し
込
み
は

一
世

(2) 平成ア年8月 15日

0
歳
児
は
全
員
が
対
象

1
歳
以
上
は
所
得
制
限
っ
き

市
で
は
子
供
た
ち
の
健
全
育

成
の
支
援
と
健
康
増
進
を
図
る

た
め
、
十
月
一
日
か
ら

「小
児

の
医
療
費
助
成
制
度
」
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
お
子
さ
ん
が

病
気
や
貯
が
な
ど
で
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
と
き
、
患
者
負
担

額
(
保
険
診
療
分
)
を
市
が
助

成
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。0
3
2
歳
児

通
院

・
入
院
を
対
象
と
し
、

市
が
発
行
す
る
「
医
療
証
」
を

健
康
保
険
証
と

一
緒
に
医
療
機

関
に
提
示
す
れ
ば
、
窓
口
で
の

支
払
い
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
本
人
あ
て
に
通
知
を
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

「
医
療
証
」
の
交
付
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

。
3
歳
以
上
中
学
生
ま
で

入
院
の
み
を
対
象
と
し
、
患

者
負
担
額
を
い
っ
た
ん
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
後
に
月
単
位
で

ま
と
め
て
市
へ
申
荷
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

9
月
7
日
か
ら
3
日
間
受
け
付
け

第 55ア号

帯
に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

入
居
資
格
、
募
集
住
宅
の
間

取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
一
階
受
付
窓
口
、
建
築
課
窓

口、

M
Nピ
ル
十
階
駅
前
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
で

お
配
り
し
て
い
る
「
募
集
の
し

お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
が
入
院
こ
日
で

も
該
当
)
さ
れ
た
場
合
、
保
謹

者
の
方
は
ご
自
分
の
所
得
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
対
象
と
な

る
場
合
は
次
の
も
の
を
持
参
の

う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
、
医
療
機
開
発

行
の
領
収
書
、
振
り
込
み
希
望

金
融
機
関
の
口
座
が
確
認
で
き

る
も
の
、
印
鑑

O
所
得
制
限
は

一
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
保
護
者
の
方
の
所
得
に

よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

(
所
得
制
限
)
が
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限
の
額
は
扶
養
の
人
数

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
標
準
世

帯
(
夫
婦
と
子
供
二
人
で
扶
養

が
三
人
)
の
場
合
の
限
度
額

は
、
四
百
十
七
万
八
千
円
(
総

収
入
で
五
百
九
十
万
円
程
度
)

で
す
。こ

の
限
度
額
と
比
較
す
る
保

護
者
の
所
得
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
場
合
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
)
は
、
お
子
さ
ん
が
一
歳
、

マ
問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
住

宅
係
(
内
線
4
6
4
)

-
九
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
万
田
貝
塚
住
宅

2
種
1
戸

マ
岡
崎
住
宅

1
種
3
戸、

2

種
1
戸

マ
龍
城
ケ
丘
住
宅

1
種
3
戸

マ
東
中
原
住
宅

1
種
4
戸、

2
種
2
戸

マ
田
村
植
竹
住
宅

2
種
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

1
種
2
戸、

2
種
3
戸

マ
虹
ケ
浜
住
宅

1
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
テ
ラ
ス
住
宅

1
種

1
戸

二
歳
の
と
き
は
そ
の
誕
生
月
に

よ
り
、
ま
た
三
歳
以
上
の
と
き

は
診
療
月
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

七
月
か
ら
十
二
月
は
前
年
の
所

得
、
一

月
か
ら
六
月
は
前
々
年

の
所
得
と
い
う
よ
う
に
異
な
り

ま
す
。
な
お
、
そ
の
所
得
か
ら

は
社
会
・
生
命
保
険
料
相
当
額

と
し
て
一
律
八
万
円
な
ど
、

様
々
な
控
除
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金

課
小
児
医
療
担
当
(
内
線
2
5
6
)

広
聴
パ
ト
ロ
ー

ル
に
ご
参
加
を

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
市

職
員
が
個
別
に
お
聴
き
し
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

「広
聴

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
各
地
区
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
二
十
七
会
場
で
実
施

し
、
四
百
十
五
件
の
ご
要
望
な

ど
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

。
8
月
却
日
(
火
)

-m時
t
n時
横
内
団
地
集

会
所

。
8
月
初
日
(
水
)

・
日
時
S
U時
横
内
公
民
館

-
M
時
1
M
時
神
田
公
民
館

・
日
時

s
n時
大
神
公
民
館

。9
月
1
日
(
金
)

-
M
時
S
M時
城
島
公
民
館

ど
の
業
者
の
甘
い
言
葉
に
の
っ

て
農
地
の
造
成
を
す
る
と
、
近

隣
の
民
家
や
田
畑
の
地
主
と
の

聞
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

り
、
本
人
も
思
わ
ぬ
こ
と
に
悩

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
責
任
は
、
農
地
の

造
成
を
し
た
地
主
に
あ
り
ま

す
。
地
主
の
方
は
、
造
成
の
際

ど
の
よ
う
な
土
が
入
る
の
か
、

付
近
に
被
害
を
与
え
な
い
か
な

ど
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
工
事

を
業
者
任
せ
に
し
な
い
と
と
が

大
切
で
す
。

農
地
の
造
成
を
す
る
場
合
は

必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
農
業
委
員
会
事
務
局
(
内
線

3
3
7
)
 

児
童
扶
養
手
当

v
v
v

現
況
居
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は、

毎
年
こ
の
時
期
に
現
況

(
所
得
状
況
)
屈
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
提
出
さ
れ
な
い
と
八
月
分
以

降
の
手
当
が
受
貯
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

・
提
出
期
限

9
月
8
日
(
金
)

・
提
出
場
所
児
童
福
祉
課
児

童
係
(
内
線
2
1
6
)

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は

手
当
を
受
げ
る
資
格
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
児

窓
福
祉
課
児
童
係
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

。
児
貧
扶
養
手
当

・
対
象
母
子
世
帯
等
で
四
歳

に
遥
ず
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
白
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

(
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
加
歳
未
満
の
児
童
)
を
扶

聾
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
公

的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は

除
く

・
支
給
額
児
童
1
人
の
場
合

は
月
額
四
万
一
千
三
百
九
十

円、

2
人
の
場
合
は
四
万
六
千

三
百
九
十
円
、
三
人
目
以
降
は

1
人
に
つ
き
三
千
円
を
加
算

。
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
対
象
身
体
ま
た
は
精
神
に

中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
初
歳

未
満
の
児
童
を
扶
援
し
て
い
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
扶
聾
し
て
い
る
方

・
支
給
額
重
度
障
害
児
は
1

人
に
つ
き
月
額
五
万
三
百
五
十

円
、
中
度
障
害
児
は
1
人
に
つ

き
月
額
三
万
三
千
五
百
三
十
円

大
切
な
農
地
は

み
ん
な
で
守
ろ
う

最
近
、
農
地
造
成
に
か
か
わ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す。

「無
料
で
造
成
し
ま
す
」

「
O
O万
円
支
払
い
ま
す
」
な

10月1日は、
国勢調査

包磁治

10月l目、全国一斉に 5年に 1度の

国勢調査が行われます。日本に住ん

でいるすべての人が対象です。

ご協力をお願いします。

消防職員採用のご案内
。募集人員 4名程度

。 受験資格 ①昭和45年 4月 2日以降に生ま

れた方で、高等学校卒業以よの学歴(ただし、大

学 ・大学院は除く)のある方(平成 8年 3月卒

業見込みの方を含む)、②身長155cm、体重45kg

以上の方、③両眼とも楳眼視力0.6以上、または

0.1以上で矯正視力が1.0以上の方、@色覚、聴

力が正常な方。第1次民験 9月24日(日)

。申 し込み 9月 8臼(金)までに消防本部庶

務課に用意しである申込岱に必要事項を記入

して、本人が同課へ直援持参する

。問い合わせ先

消防本部庶務醜{内線387)
※大学卒業者(平成 8年 3月卒業見込みの方を

含む)の募集は終了しました

ほ
か
の
団
体
と
重
な
っ
た
場
合

は
抽
選
(
抽
選
日
以
降
は
先
着

順
)
と
な
り
ま
す
。

マ
抽
選
会
日
時

8
月
初
日

(
水
)
午
前
9
時
5

マ
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
係

(
内
線
2
6
3
)

イ
ベ
ン
ト
用
自

の
ご
利
用
を

市
で
は
、
地
域
で
行
わ
れ
る

ふ
れ
あ
い
行
事
な
ど
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
備
品
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
貸
し
出
し
て
い
る
備
品
は
、

綿
菓
子
機
、
ポ
ッ
プ
コ
1
ン
機
、

か
き
氷
機
、
お
で
ん
鍋
、
焼
き

そ
ば
台
、
焼
き
も
の
器
、
発
電

機
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

・
ア

ン
プ
、
テ
ン
ト
、
紅
白
幕
で
す
。

対
象
は
、
自
治
会
、

子
供
会

な
ど
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
、
貸
し
出
す
期
間
は
五

日
以
内
。
使
用
料
は
無
料
で
す
。

現
在
、
十
月
か
ら
来
年
三
月

ま
で
の
先
行
予
約
の
申
し
込
み

を
八
月
二
十
五
日
(
金
)
ま
で

地
域
づ
く
り
謀
で
受
目
付
け
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
希
望
日
が

。国勢調査
「一拍 7年10月1日(日) I 

(総務課統計調査担当・内線348)

第
十
八
田
平
塚
市
展
の
入
賞

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

{絵
画

・
彫
刻
}
出
品
開
点

・
市
展
大
賞
坪
井
賀
子
(
八

重
咲
町
)
、
市
長
賞
片
寄
克

則
(
大
磯
町
)
、
市
識
会
議
長
賞

君
島
光
江
(
綾
瀬
市
)

{工
芸
}
出
品
節
点

・
市
展
大
賞
岩
城
郁
子
(
札

場
町
)
、
市
長
賞
近
野
久
子

(
夕
陽
ケ
丘
)
、
市
議
会
議
長

賞
秋
山
和
子
(
鎌
倉
市
)

{写
真
}
出
品
1
6
5点

・
市
展
大
賞
山
本
昇
(
公

所
)
、
市
長
賞
瀬
戸
尚
(
山
北

町
)
、
市
議
会
議
長
賞
角
田

孝
(
藤
沢
市
)

{書
道
}
出
品
幻
点

・
市
展
大
賞

石
井
栖
峯
(
田

村
)
、
市
長
賞
熊
沢
州
洲
(
広

川
)
、
市
議
会
議
長
賞
小
宮

山
香
園
(
花
水
台
)

市
展
の
入
賞
者

市
民
相
談
室
(
市
役
所
)
宮
(
お
)
I
l
l
-
-
内
線
2
9
3

0
人
権
法
律
援
・
盆
懇

8
月
日
日
(
冬
、
9
月
5
日
(
火
)

日
時
1
M時

。
一
般
法
律
相
股
毎
週
水
昭
回
目
時
S
M
時
予
約
制

(8

月
は
休
み
)

O
登
記
供
託
測
量
相
験

9
月
8
臼
(
金
)
日
時
i
M時

。
住
宅
相
駿

8
月
四
日(火)、
9
月
四
日
(
火
)
日

時
i
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
般

9
月
4
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
談

8
月
口
日
(
木
)
日
時
却
分
1
M
時

。
消
費
生
活
相
麟
毎
週
金
曜
日
9
時
t
M時

。
一
般
市
民
相
政
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
国
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
宮

(M
)7
3
1
1

0
青
少
年
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
t
M時

。
悩
み
ご
と
は

，
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
告
(
お
)
7
8
3
0

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

s
m時
叩
分
(
土

昭
臼
は
日
時
i
M時
初
盆

も
し
も
し
健
康
相
般
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
宮
(
M
A
)
1
2
21

毎
週
月

・
木
曜
日
刊
時

s
m時

際額震市福
祉
会
館
宮
(
お
)
2
3
3
3

。
専
門
(
法
律
、金
融
、住
宅
、医
療
)
相
般

9
月
M
日
(
木
)

日
時
叩
分
1
日
時
加
分
、
予
約
制

。
生
活
支
揖
相
股
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

♀
小
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
般
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
却
分
3
げ
時

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
刊
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎

週

月

3
金
曜
日
9
時
'
E
M
時

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

sm時

。
婦
人
相
談

9
月
M
臼
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
加
分
3
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
警
小
学
校
北
側
)

宮
(
お
)6
0
1
2

毎
週
月

5
金
曜
日

9
時

3
げ
時

。
電

話

相

桜

毎

週

月
3
土
曜
日
9
時
3
口
時
(
第
2
・

第
4
土
晦
日
を
除
く
)

子
育
て
相
験
室
(
須
賀
保
育
園
2
階
)
宮
(
幻
)
7
6
3
9

毎
週
月
3
木
昭
日
9
時
却
分
3
M時
(
木

曜
日
は
ロ
時
ま
で
)
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す
。
参
加
費
は
無
料
で
、
試
食

も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
八
月
十
六
日

(
水
)
か
ら
、
電
話
で
農
産
課

営
農
指
導
係
(
内
線
5
4
4
)

で
受
げ
付
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日

8
月
羽
臼
(
月
)

・
集

合

午

後
1
時
叩
分

・
解

散

午

後
4
時
初
分

※
集
合
・
解
散
は
市
役
所
1
階

市
民
ホ
l
ル

マ
定
員
お
人
(
先
着
順
)

4 ・8月納期の市税 ・手数料1.......1

.対象税等
・市県民税 (第 2期)

・国民健康保険税 (第 3期)

・国民年金保険料 (第 5期)

・消捕し尿従量手数料 (第 5期) t 

.納期最終日 8月31日(木)

五
年
目
を
迎
え
、
互
の
夜
の

風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
お
な

じ
み
に
な
っ
た
「
湘
南
ひ
ら
つ

か
大
盆
お
ど
り
」
が
、
今
年
も

総
合
公
園
平
塚
の
は
ら
っ
ば
特

設
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

大
き
な
や
ぐ
ら
や
提
灯
で
ム

ー
ド

一
杯
の
会
場
で
は
、
生
の

お
は
や
し
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
の

民
謡
歌
手
の
歌
で
、
み
な
さ
ん

に
互
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

8
月
お
日
(
金
)

\~ 

sU日
(
日
)

・
時
間
午
後
6
時
1
9時

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
合
公
園

管
理
事
務
所
宮
(
お
)
2
2
3

qo 

• 

ぶ

ど

う

梨閣

の

見

学

会

梨
や
ぶ
ど
う
が
お
い
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

市
で
は
市
内
に
あ
る
梨
園
(
金

目
)
や
ぶ
ど
う
図
(
吉
沢
)
な

ど
を
回
る
見
学
会
を
行
い
ま

敬
老
師
覧
会
会

L

町
駅
ノ
¥

平成ア年8月 15日

市
で
は
「
敬
老
の
日
」
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
今
年
も
市
民

セ
ン
タ
ー
で
敬
老
祝
賀
会
を
聞

き
ま
す
。

ご
招
待
す
る
の
は
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
七
十
七
歳
以
上
の

お
年
寄
り
と
、
結
婚
五
十
年
、

(3) 

並
び
に
六
十
年
を
迎
え
た
ご
夫

聾
で
す
。
当
日
は
、
岸
千
恵
子
、

高
井
民
由
美
、
山
本
謙
司
の

出
演
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
の

ほ
か
、
長
寿
夫
妻
へ
の
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
乙
の
祝
賀
会
は
お
住

は

、
、

出

に
か

美
が

一
ほ
由
司

ヨ
の

虞

酷

シ
子
井
本

揺
恵
高
山

歌
千
の

の

。

の
岸
身
謡

す

年
の
出
民
ま

今
真

塚
軽
し

写

平

津

演

ま
い
の
地
区
に
よ
り
午
前
の
部

と
午
後
の
部
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。
会
場
ま
で
の
無
料
パ
ス

券
と
入
場
券
を
兼
ね
た
案
内
は

が
き
を
八
月
中
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
は
が
き
を
ご
確
認
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

。
日
時

9
月
9
日
(
土
)

マ
午
前
の
部
(
午
前
9
時
日
分

3
午
後
0
時
叩
分
)
、
対
象
は

崇
普

・
松
原

・
富
士
見
・
港
・

花
水

・
な
で
し
こ
・
八
幡
・
真

土

・
大
野
(
四
之
宮
)
小
学
校

の
学
区
に
お
住
ま
い
の
方

マ
午
後
の
部
(
午
後
1
時
3
4

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
庖
者
を
募
集

市
で
は
十
月

一
日
(
臼
)
に

総
合
公
園
で
開
か
れ
る

「お
も

し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
1
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
へ
の
出
庖
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
の

プ
ロ
で
な
い
方
で
、
募
集
す
る

の
は
二
百
二
十
区
画
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
八
月
二
十

九
日
に
公
開
で
抽
選
(
結
果
は

全
員
に
郵
送
)
し
ま
す
。
な

時
叩
分
)
、
午
前
の
部
以
外
の

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
と
結
婚

印
年
・

ω年
を
お
迎
え
に
な
っ

た
と
夫
妻

敬
老
祝
い
金
は

敬
老
祝
い
金

(
対
象
は
七
十

七
歳
以
上
)
は
、
今
年
か
ら
各

地
区
の
民
生
委
員
が
直
接
対
象

と
な
ら
れ
る
方
に
お
渡
し
し
ま

す
。
な
お
、
お
渡
し
す
る
の
は

八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
な

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
受
廿
と
り
の
際
に
は

印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
祝
い
金
の
額
な
ど
詳
し
い
こ

と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
福

祉
課

(
内
線
2
1
1
)
へ

ぉ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
係
の
な

い
も
の
、
飲
食
物
、
生
き
物
は

販
売
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
は
八
月
二
十
四
日

(
木
)
ま
で
に
、
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
販
売

す
る
品
物
、

当
日
の
交
通
手
段

を
記
入
し
て
環
境
衛
生
業
務
課

(内
線
2
3
9
)
へ。

な
お
、
申
し
込
み
は
世
帯
、

グ
ル
ー
プ
と
も
は
が
き
一
枚
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
出
庖
が
決

ま
っ
た
方
に
は
協
賛
金
(
み
ど

り
基
金
)
と
し
て
五
百
円
を
い

た
だ
き
ま
す
。

申し込み、 問い合わせは

市役所へ
・電話 23-1111、35-1111

(内線番号を交換手へ)

-住所浅間町9番 1号

(担当醜名のご記入を)

少
年
の
主
張
と

あ
か
る
い
写
真

市
で
は
、
少
年
の
主
張
作
文

と
、
あ
か
る
い
家
庭
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。普

段
考
え
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
の

「作

文
」
や
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
を
表
現
し
た
「
写
真
」
を
、

通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
校
、

ま
た
は
背
少
年
楳
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格

・
作
文
市
内
に
お
住
ま
い
、

ま
た
は
通
学
し
て
い
る
小
学
校

5
年
生

1
中
学
校
3
年
生

・
写

其

市

内
に
お
住
ま
い
、

ま
た
は
通
学
し
て
い
る
小
学
生

マ
応
募
期
限

9
月
初
日
(
水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
背
少
年
牒

(
背
少
年
会
館
内
)
宮

(
詑
)

7
0
2
9
 

平塚市の友好都市、

眼阜県高山市の市民

のみなさんとの交流

や高 山まつりの見学

を行う市民ツアーが

実施されます。ぜひ、

ご参加ください。

マ日程 10月 9日

(月) ~11日(水)

マ費用 34.500円

マ定員 45人(先着順) ~ 

マ申し込み先伊豆箱根トラべJレ宮21-6058 J 
マ問い合わせ先交流親普幌(内線597) ~ 

MゆペV叫じ4酔勺~酔~酔勺院~ペ~弥"'~歩"'"・~歩~俳〆歩芯

. . 

.~・・・・・・・4砂・・.....・・・・・4砂・4砂・・4砂・・4・・・・・・4砂・4砂..~・・.・・・.~・・・4・・・・.・・・.・・・・・・・4砂4・・4・.....-..... - ・時間 16時~17時

;領官、~~ ~~、 ⑬\@~会場一一，~..，.... ---.，市h ど三三‘ご~ ~\@ j : 対象小学生
ぷ之 内ー'~b-1Cご直孟甜屯~~・‘、 ; ・ 内容コーラス、リトミツク
弘二//'，.J 二三三1を，ペ';，~・・・・ E・・・・v 司............ ・・ : ・定只 30人(先制関)、、.事長".?，)/V可竃ニ， ，司圃...../G:すな¥ ・・・J曹 : ・費用 無料

.__. (f'@X@，')Y 一 、，〆 足取ヴ

・4砂・4砂・....・...~砂・・・4砂・・..~砂.・..~砂・・4砂・・4砂
中央図書館内の掲示でご確認ください。

。夏休 み 期間の開館時 間(中央図笛館)

・こども室 火~日曜日 9 時~16時50

ラテ

・貸出室、参考窓火~木曜日 9時~

17時50分、金nm日 9 時~18時50分、土・

日曜日 9 時~16時50分

。休館日 毎週月眼目、月末

。 中央図書館

〒254浅間町12-41

0北図書館

〒254田村5155- 1 

:0西図書館

〒254山下760ー 3 ft36ー3555 : r夏の皇座に親しもうJ : 【第24回大門魯悠会展(笹川

・日程 8月17日〈木)、 24日 (木) ・期間 8月16日(水) ~20日 (ロ)

~I己ヨ・E沼E・E雪 : ・時間 19時~2附O分 ~ [~n1回入木会作品展(替、陶芸) 】
圃圃圃圃圃園田川 : ・会場 博物館屋上(科学教室集合) : ・期間 8月23日(水) ~27日 (臼)

・参 加 自由(鈴り、雨天中止) : 【尾崎俊雄絵画展(油絵)】
j会プラネタリウム :0休館日 毎 週 月 略 目 、 月 末 ; ・期間 8 月 30 日(水)~9 月 5 臼(火)

「大気圏のかがくJ : 0得物館 : 【撃フローラル ・アート展(造花)】

・期間 9 月 9 日 (土)~ll月 5 臼(日) :〒254浅間町12-41 宮 33-5111 : ・期間 8 月 30 日(水)~ 9 月 5 日(火)

・投影日時 土 ・日曜日(祝祭日を除: : 【第26回神奈川現段(絵画、彫刻、写

夏休み期間中、 参考室の閲覧船拾:需品官日14時 E言置理I!-'スE週 ;九FhZJ1)~四

席指定 (80席)となります。ま1<:.， 3 ・ .6. : ..A.. - V+..:D::.""，'*<Nr.:.. : 【第 5回則夫舎道会展(曾)】
階の会議室を臨時学習席 (40席)主し;会第 2回自由研究相談E ; 食こども音楽教室 • .期間 9月13日(水)~17 日
ますのでご利用ください。なお、参考 j ・日 時 8月24日(木) 9 時~12時 ; ・日程 9 月 2 日(土)~12月 16 日(土) : 0休館日 毎週月昭日

室の指定券と会議室の監理券を 8時50 : ・会場博物館科学教室 :の毎週土曜日 (9月23目、 11月 4日を :0美術館

分から 玄関前で配布します。詳しくは: ・参加 自由 : 除く)全14回 j 干 254酋八幡1-1-3 宮 35-2111

4・・4・・4・4・・・4・4・・4・・・・4・・・・・4・・・・・・・4・・4・4・4・・4・4・4・・4・・・4・4・4・4・4・4・4・4・・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・

会会館のご利用を

管少年会館では、学校の休みにあわ

せて官少年を対象に第 2、第 4土l砲臼

の午前中、施設を開放しています。開

放自には、卓球、バドミントンなどが

できます。ぜひご利用ください。

。休館日 毎週月咽目、および館内消

毒のため 9月12日(火)

。青少年会館

〒254浅 間 町12-41 宮 32-7029

|美術舘[

r44万7716本の軌跡~平塚の空襲と戦

災-J
-期間 8月30日(水)まで

・会場博物館特別展示室ほか

会戦跡見学会

・日時 8月20日 (日) 10時~12時

・集合博物館前

-参加自由

会夏期特別展

t火)

(日)

会市民アートギャラリー会星を見る会

E図画・E三週・・3ヨ

「どんぐりと山猫J
-日 時 8月25日(金)11時、 14時

( 2回上演)

-会場西図宿館 1階視聴覚室

-入場券当日、 10時40分からと13時

40分から西図邸館 1階で無料配布(先

活~120人)

※駐車場が少ないのでお車でのご来館

はご 遠 慮ください。

会映画会

会夏 休みこども人形劇

※会場は中央図暫館です

「愛は、海より深くj

-日 時 8月20日(日) 10時、 14時

「ライオンキング」

-日 時 8月27日(目) 10時、14時

「ネ/'(ーエンディングストーリー 3J 
-日 時 9月 3日(日) 10時、 14時

「白雪 姫J
-日 時 9月10日

霊堂31-0415

宮 53-1232

(日) 10時、 14時

{日)

坂口安吾J
9月 9日(土) ~24 日

中央図将館貸出室

会資料の特集

「特集

・期間

・会場

合参考室のご案内
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